
　今年は、台風の通過がなかったせいか、さまざまな植物の実のなりがとてもよかったように思い

ます。椎の実は、例年より少な目でしたが（奄美大島では）。

　去年全く見れなかったイイギリの赤い実が枝もたわわになっていました。個人的に特に嬉しかっ

たのは、ムベです。こんなにもなるのか！？と驚くくらいあちらこちらで見つけ、食べていました。

しかし、この美味しいムベ、島の人たちでも知らない方が多い。もちろん年配の方や普段山に入る

方は知っています。しかし、40代以下の世代で知っている方は数少ないと感じました。

　こんな美味しい物を知らないなんて損だ！と勝手に感じていた私は、小学生の出前授業の際、子

どもたちにすすめてみました。「食べたい人ー。」と声も掛けるもシーン･･･「えー嫌だ」と顔をゆ

がめ拒否。しかし、しょんぼりとしていたところ、高学年の一人が気を使って食べてみたいと言っ

てくれました。おそるおそる口に入れたら、「甘い！美味しい！」と声をあげ･･･その後は言わずも

がな。嫌だと言っていたのが嘘だったように、奪い合いながら美味しい美味しいと言ってみんなで

食べてくれました。

　山にしかり海にしかり。美味しいものや楽しいものを見つければ、山・海遊びが断然面白くなり、

遊び方も学んでいけると思います。ムベの美味しさをもっと広めなければと思った実りの秋でした。

（吉田）

2016/12/8 大和村
（左から：シラタマカズラ、イイギリ、ムベ、オオムラサキシキブ）
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ホシムクドリ

数少ない冬鳥として西南日本に渡来する。奄美
群島では、旅鳥として農耕地などに渡来するが、
稀に越冬する。

イイギリ

本州以南に生育。実は房状になり、橙赤色に熟
す。黄色く熟している実を初めて目にした。

ホオジロガモ

迷鳥。全国の湖沼や湾内などに冬鳥として渡来
するが北日本に多く、奄美へは単独で渡来した
記録がある。

サクラツツジ

四国・九州以南に生育。サクラと付くがツツジ
科。樹幹は凹凸が激しく、甚だ奇形となる。 銘
木として、床柱、床縁などに使用される。

参考文献　奄美の野鳥図鑑（文一総合出版　編：NPO法人奄美野鳥の会）琉球弧野山の花（南方新社　写真と文：片野田逸朗）
九州大学総合研究博物館（http://www.museum.kyushu-u.ac.jp/publications/annual_exhibitions/INSECT2009/0203.html）　

今の時期に見られる動植物

葉がボコボコしてなんだか気持ち悪い物･･･という見方

を覆してくれるかもしれない虫こぶがありました。そ

の名も「タブノキハウラウスフシ」。タブウスフシタ

マバエが寄生することによってできる虫こぶです。タ

ブノキの葉の裏に作られるのですが、つるんとした質

感、そしてヒョウタンの様な形。そしてなんとこの虫

こぶ、日光に当たるとピンク色になるとのことです。

残念ながら写真に収めることは出来ませんでしたが、

個人的には、キモカワイイとはこういうことなのか？

と思いました。

今季の一枚　「虫こぶ」

真下からのアングル



今回は

和泊町
です

奄美群島市町村だより
自分たちの地域の魅力を再発見し、 また他の地域の

ことを知り、 奄美の自然について理解を深めましょう。

奄美群島市町村だより
自分たちの地域の魅力を再発見し、 また他の地域の

ことを知り、 奄美の自然について理解を深めましょう。

和泊町での取り組みをご紹介

【和泊町役場企画課】

和泊町後蘭 ( ごらん ) 集落では、昭和の減反政策により全ての水田
を畑地に転換しました。現在、沖永良部島での稲作は、２つの小学校
の体験学習でしか行われていないことから、和泊町まちづくり協力隊
による「あざ・まち元気活動」ワークショップを行い、かつて沖永良
部島最大の水田地帯であった後蘭集落の稲作の復活と、それに纏わる
伝統芸能の継承、集落に多数存在する湧水地の整備、地域の誇りであ
る孫八城 ( まごはちじょう ) 跡の整備などによる集落活性化を目指し
て活動しています。

昨年度、水田整備を終え、今年度、植え付けからもち米の収穫まで行
いました。また、収穫後は「孫八収穫祭」を開催しました。植え付けから、
収穫、脱穀、精米、餅つきの一連の活動に長寿会から育成会までが参加、
活動に共感する他集落の方々も参加し、年齢、地域間の協働活動を実
現した。また、「後蘭孫八 ( ごらんまごはち ) 音頭」という新たな伝統
芸能を創りだし、後世に残す取組も行っています。
　今後は湧水地、孫八城跡の整備、管理と案内板を設置し観光ツアー
を誘致、水田の拡大を計画しています。さらに、地元酒造会社からの
依頼を受け、うるち米の生産、販売、コラボレーションしたプレミア
ム焼酎の発売等、収益事業を通しての集落活性化も計画しています。
＜主な事業＞
　・後蘭孫八の郷元気復活振興事業（米作り、稲作文化に纏わる伝統
芸能の創造・普及、湧水地、孫八城跡の整備・観光資源化）

和泊町は、南は太平洋、北は東シナ海に面した沖永良

部島の東北部に位置し、産業は農業が中心で、近年は

観光にも力をいれています。

明治 32 年から栽培がはじ

まり、海外へも輸出されて

います。花言葉は「清純」。

その香りは人々の心を和ま

せます。

和 泊
町 の 【テッポウユリ】花



参考文献　琉球弧野山の花（南方新社　写真と文：片野田逸朗）　沖永良部島100の素顔 もうひとつのガイドブック（東京農業大学出版　編：沖永良部島100の素顔編集委員会）野生植物食用図鑑（南
方新社　著：橋本郁三）　薬になる植物図鑑（柏書房　監修：増田和夫）

食用や薬などに利用される植物はまだまだたくさんあります。集落ごとに利用する植物は変わってき
ますので、他の集落で利用されている植物にも是非目を向けてもらえれば。また、身近に利用できる
植物はたくさんありますので、探してみてください。植物の面白さ素晴らしさを改めて感じてもらえ
ると思います。

まとめ

集落によって食べる植物は変わるようです。利用される草木

ゲットウ
防腐効果があり、昔から食べものを
包むのに利用されている。クマタケ
ランも同じように利用する。最近、
さまざまな効能があるとして、化粧
品などにも利用されている。

ツワブキ
茎を食べる。豚
肉と一緒に煮込
んだり佃煮など
で食べる。郷土
料理になくては
ならないもの。

シマアザミ
茎を食べる。豚肉と一緒
に煮込んだり佃煮などで
食べる。最近、さまざな
ま効能があるとして注目
されている

わらび・ぜんまい
本州などでは、山菜
の代表格だが、奄美
ではあまり食べられ
ていないそう。とて
も美味しいので一度
ご賞味あれ。

ハハコグサ
春の七草の一つ。煎じてうが
い薬としても利用できる。

セリ
春の七草の一
つ。奈 良 時 代
から食されて
いるそう。

タラの芽
タラノキの新芽。
最近食べられる
ようになったそ
う。苦みがあり
天ぷらにすると
美味しい。

オオタニワタリ
八重山地方ではよく食べられているが、
奄美では食べないそう。

ボタンボウフウ
長命草とも呼ばれる。最
近食べられはじめ、さま
ざまな効能があるとして
利用されている。天ぷら
が美味しい。

アマシバ
名前の通り、葉が甘い。
昔、子どもがガム替わ
りに噛んでいたそう。

クビ木
ツルグミのツルを細かく
砕いたもの。昔から、煎
じて飲まれ、熱さましや
肝臓などに良いとされる。
化膿・虫さされにも利用
されている。

ヨモギ
ヨモギモチとしてよく食べ
られる。煎じ薬としても利
用される。

ポイント 毒をもっている植物はたくさんあります。採取する時は、植物に詳しい人と出かけましょう。
また、人の土地などで勝手に採らないようにマナーを守りましょう。

美味しい果実編

シマサルナシ
キウイフルーツを小さくしたよ
うな感じ。そのままでも十分食
べられるが、お酒につけたり、
ジャムにして食べたりする。酸
味があり美味しい。11 月～ 12
月頃に実がなる。

シマグワ
一番メジャーかつ一番美味しい実（個人談）。ブドウのよ
うな味わい。口を紫色にして先生に怒られた、ポケット
を果汁で汚した、という話をよく聞く。4月頃に実が生る。

ヤマモモ
酸味・甘味があり美味しい。
5 月頃に実がなる。実がな
るとすぐに鳥がくるので、
ヤマモモにありつくには、
鳥との戦いになる。

野イチゴ類
リュウキュウバライチゴ、リュウ
キュウイチゴ、ホウロクイチゴの
3 種が林道沿いなどにたくさん生
えるので、よく食べられる。４～
5月頃に実がなる。

スダジイ（椎の実）
別名イタジイ。米があまり食べ
られない時代、米と一緒に炊い
たり、米の代わりに食べたり、
味噌や焼酎なども椎の実で作っ
ていた。現在も、お菓子の中に
入れたりする。アクが少ないた
め、そのままでも食べられる。
10月～ 12月に実がなる。

ムベ
果肉の部分が少なく、
種が大きいが、甘味が
強く美味しい。９～ 11
月頃になる。

オオイタビ
イチジクのよう
な実がなる。

リュウキュウバライチゴ

健康食品として、最近改めて見直されている野生植物。美味しいのはもちろんですが、さまざまな
効能があり、民間療法としても利用されています。

い き も の の ふ し ぎ ～  食べられる植物のお話  ～

奄美群島で、現在も利用されている代表的な野生植物はなんで
しょうか？　ソテツ、ツワブキ、ヨモギ、ゲットウ、ツルグミ。
お土産屋さんやスーパーで買えるものはこんな感じでしょうか。
（各島で違ってくると思いますが、ご了承ください）

ソテツは、奄美群島の人々の命を救った恩人ともいえる植物で、現在では蘇鉄味噌として目にする
ことが多いですね。ツワブキは豚を使った野菜煮込みなどに、ヨモギは餅に練りこみヨモギモチに。
防腐効果のあるゲットウの葉は餅などを包んだり、現在も私たちの生活に馴染みのあるものです。



編集後記

編集後記ですでに数回ムベにつ

いて話していますが、ついに表

紙でもムベの話をしてしまいま

した･･･。ムベに始まりムベで終

わる。自分的には大満足です。

そして、左の写真。命名「ムベ

カーテン」です。ムベが驚くほ

どなっています。

雲

生きものではありませんが、面白い形

の雲だったのでご紹介。

きれいなウサギ型の雲が夕暮れ時に現

れました。こんなにハッキリとしたウ

サギの形の雲は初めてみたので感動し

ました。

いきものおもしろ写真館

特に夜間の林道ではゆっくり走行しましょう。安全運転

捨てない
最後まで責任をもって飼いましょう。

犬・ねこの適正飼育

奄美に住む動物たちのために、あなたができること

マイクロチップ
ペットの確実な身元証明

になります。

避妊・去勢手術
繁殖制限することで、望まれない命を生
み出さないことと、ペットの健康を守る
ことになります。

ほぼ実物大

犬・ねこに関するお知らせ

野生化した犬・ねこは、アマミノクロウサギをはじめとした「奄美の森の宝」を食べて

しまうこともあります。

放し飼いをしない
ねこは室内飼育、犬は室内もしくは
リードをつけて外で飼いましょう。

ワクチンには、狂犬病ワクチンだけではなく、犬猫をさまざまな病気から守る混合ワクチ

ンというものがあります。犬ねこがかかる病気はさまざまありますが、ワクチンによって

防げる場合があります。また、病気になってしまっても軽くすむので、健康に過ごせる可

能性を高めることができます。年に1 回打つことが推奨されています。
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ノイヌ・ノネコ死因不明・その他

交通事故 2007～15年の平均

※アマミノクロウサギがケガをしていたり、死んでいるのを　

発見したら奄美野生生物保護センターまで連絡して下さい。

アマミノクロウサギ死体確認数

（2017年１月末日時点の

　　　　　　アマミノクロウサギの死体確認数と死因）

奄美自然体験活動推進協議会　〒894-3104　鹿児島県大島郡大和村思勝字腰ノ畑551 奄美野生生物保護センター　

ＴＥＬ：0997-55-8620　ＦＡＸ：0997-55-8621　Email：amami_rabbit@public-yamato.jp　（事務局）大和村役場総務企画課

ＵＲＬ：http://www.vill.yamato.lg.jp/shizentaiken/default.asp

あまみワイルドライフセミナー　奄美群島国立公園指定決定記念イベント

アマミノクロウサギ特別講演会 in 大和村

日時：平成 29 年 2 月 25 日（土）　14：00 ～ 15：30　

場所：大和村防災センター（大和村思勝字永良 477-1）

内容：

【講演】浜田太（アマミノクロウサギ生態研究家）

「アマミノクロウサギの生態　フィールドからの報告」

【昔語り】中山昭二（大和村中央公民館館長）

「大和小中学校の飼育記録」

【最新情報】木元侑菜（奄美野生生物保護センターアクティブレンジャー）

お知らせ

同日開催イベント

大和村なんてぃ、

　　　「あまみっけ。の日」 大和村公民館講座
　　　閉講式並びに発表会

同日開催イベント

15：30 ～ 17：00
主催：あまみ大島観光物産連盟

ア マ ミ ノ
クロウサギ
特別講演会
in 大 和 村

奄美群島国立公園指定記念イベント

2 月 25 日（土）
14：00 ～ 15：30

大和村防災センター
（２階 防災研修室）

主催：大和村教育委員会

10：00 ～ 12：00

大和小中学校で行われていた飼育のお

話。当時の写真なども紹介！

１０分（郁島武正さん）

アマミノクロウサギの生活や

不思議な子育ての様子について、

貴重な未公開映像とともに紹介

６０分（浜田太さん）

奄美野生生物保護センター

から大和村内の最新の生息

分布域や交通事故情報など

を報告します！（１０分）

平成 28年度あまみワイルドライフセミナー

主催：環境省奄美野生生物保護センター
　　　奄美自然体験活動推進協議会

2 月 25日（土）
14：00～ 15：30

大和小中学校で行われていた飼育のお話。当時の写真なども

紹介。（１０分：中山昭二さん）

アマミノクロウサギの生活や不思議な子育ての様子について、

貴重な未公開映像とともに紹介。（６０分：浜田太さん）

奄美野生生物保護センターから大和村内の最新の生息分布域

や交通事故情報なども報告します！ (１０分 )

ア マ ミ ノ
ク ロウサギ
特別講演会
in 大 和 村

奄美群島国立公園指定決定記念イベント

大和村防災センター
主催：環境省奄美野生生物保護センター・

奄美自然体験活動推進協議会

【同日開催イベント】

大和村なんてぃ、「あまみっけ。の日」

大和村公民館講座閉講式並びに発表会

主催：あまみ大島観光物産連盟

主催：大和村教育委員会

15：30 ～ 17：00

10：00 ～ 12：00「大和村のアマミノクロウサギ最新情報」

貴重な未公開映像とともにアマミノクロウサギの生活や子育てについて紹介していただきます。アマミノク

ロウサギについてこれほど詳しく解説する講演会はおそらく初めてではないかと思います。貴重な講演会と

なると思いますので、皆様、ふるってご参加ください。

センター & 協議会 Ｎｅｗｓ
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